
情報リテラシー 2007
鳥取大学工学部応用数理工学科１年前期科目

担当：星 健夫, TA：小田泰丈(M2), 津崎友一郎(M1)

工学部生の勉強・研究に、
コンピューター・インターネットを活用する

目標

どんなことが、できるのか？（原理）
どうやったら、できるのか？（操作法）

（ソフトやバージョンによって、操作法は違う）

○

△

http://kjaro.damp.tottori-u.ac.jp/edu/info.htmlサポートウェブページ：
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本科目でのPC使用についての注意事項

OS, ウィルス対策ソフトを最新状態にする
ファイル交換ソフト(Winnyなど)は使わない

ネットワーク利用は、管理者によって監視されている。
違反者を検出した場合、 本科目の成績から大幅減点する場合がある。
 （これらを守ることも「リテラシー」の一部）。
注：犯罪行為を行った者には、厳正に対処する。

毎回、ノートPCを持参する。以下のことは各自で行う。

ネットワーク利用は、本科目の目的に沿ったものに限定。
特に、「掲示板」等への書き込みは禁止

→ネットワークは、ある種の社会。その一員としての責任を自覚すること。



演習室を使う上での注意

飲食禁止！
ゴミは放置しない！ 
図書は持ち出し禁止！
私物を置きっぱなしにしない！

違反者を見つけた場合、 本科目の成績から大幅減点する場合がある
 （これらを守ることも「リテラシー」の一部）




